
水まわりの特長
改修の経緯

「日本女子大学」は、1901（明治34）年に開校。創立100周年記念事業の一環として「百年館」を建設。2001（平成13）年に高層棟、2003（平成15）年に低層棟を建設。目白キャンパス内で初の高層建築となる高層棟は、生涯学習センターのほか学生支援課などの事務部門があり、学園組織と大学の中枢。低層棟には、メディアセンターやカウンセリングセンター、公認サークルも使用する教室が配されている。大学内ではバリアフリートイレを各校舎に設置する整備を進めてきたが、トランスジェンダーの女性の方に出願資格を拡大することも契機となり、次へのステップとして男女共用トイレの設置を計画。大学内で立ちあげたダイバーシティ委員会と協議しながら計画が進められた。

トイレの特長
設計コンセプトは、“より道をするように入りやすく安心して使える、行き止まりのないトイレ“とし、2ヶ所の出入口をつなぐ曲線を描いた通路を中央に設けた。出入りや手洗いの際に利用者同士の見合いが発生しにくく、かつ見通しのよいレイアウト。さらに、男女共用というだけでなくプラスアルファの機能を持ったトイレとして捉え、洗面やフィッティングボードなどだれもが使いやすい機能を持たせた目的別のブースとしている。また、居心地のよい空間を創った上で、長時間利用の対策と安全面にも配慮し、アラート機能を備えた「パブリックレストルーム設備管理サポートシステム」を導入。同フロアの男女別トイレや多目的トイレにもシステムを導入することで、利用者が安心して使用できるように見守っている。

「日本女子大学 百年館」は、創立の地である目白キャンパスに、2001（平成13）年に迎えた創立100周年記念事業の一環として建設。高層棟と低層棟からなり、緑の中に佇む風格ある建物となっている。

建築概要
名称 日本女子大学 目白キャンパス 百年館
所在地 東京都文京区目白台2-8-1
施主 学校法人日本女子大学
設計 清水建設株式会社
施工 清水建設株式会社
 TOTOメンテナンス株式会社（設備管理サポートシステムのみ）
竣工年月 （改修）2023年9月
敷地面積 65,017㎡
建築面積 90,886㎡
延床面積 22,275㎡
構造・階数 鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造、コンクリート充填鋼管構造・
 地下1階、地上7階、塔屋1階（低層棟）
 地下1階、地上12階、塔屋1階（高層棟）

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3C系 
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534A
棚付二連紙巻器：YH701／洗面器：L530／手洗器：L724
台付自動水栓：TENA12系、TLE26006J／水石けん供給栓：TLK05202J
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK11R系
フィッティングボード：YKA41R
設備管理サポートシステム ゲートウェイ：TYSG1000V1
設備管理サポートシステム 無線モジュール：TYSM2000

ブースの各出入口にトイレ全体がわかる案内図を掲示。同フロアの男女別トイレと差別化のため、フィッティングボードを設置した広めのブースなど、目的別に使用可能となっている。音に配慮し、ブースは風車状に配置。洗面コーナーを点在して配置することで、ほかの利用者の視線を気にせずに使用できるよう配慮。また、化粧しやすいよう左右に照明の付いたLED照明付鏡を採用したスタイリングコーナーも設けている。いつでも手洗いできるよう、通路の途中に洗面コーナーを設置。カーブを空間意匠の基調としているため、丸形洗面器を採用。非接触で手洗いできる自動水栓と自動水石けん供給栓も、丸基調のデザインを選定している。

新設したオールジェンダートイレは、特定の性別イメージにとらわれないカラーとして選ばれた緑色の壁が映える。出入口を2ヶ所設けた行き止まりのないレイアウトは、より道をする感覚で気軽に利用することができる。

建築デザイン学科が研究の一環で実施したアンケートで、オールジェンダートイレのみだと使いづらいという結果が出たため、同フロアの男女別トイレのカラーとサインも統一し、選択肢があるトイレエリアとしている。オールジェンダートイレに隣接するバリアフリートイレには、必要な器具がパッケージされたコンパクト・バリアフリートイレパックを採用。扉にすりガラスを入れ、人の気配が分かるよう配慮している。長時間利用への対策と安全面に配慮し、アラート機能を備えたトイレ器具をIoTで管理する「パブリックレストルーム設備管理サポートシステム」を導入している。

壁の一部を半透明ガラススクリーンとすることで、人の気配がさりげなく感じられるよう配慮。また入口近くに冷水機を置くことで、立ち寄るきっかけを作り、人を誘導しやすいように考えられている。
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低層棟
オールジェンダートイレ
入口

壁の一部を半透明ガラススクリーンと
することで、人の気配がさりげなく感じ
られるよう配慮。また入口近くに冷水
機を置くことで、立ち寄るきっかけを作
り、人を誘導しやすいように考えられ
ている。

低層棟
オールジェンダートイレ 
大便器ブース

長時間利用への対策と安全面に配
慮し、アラート機能を備えたトイレ器
具をIoTで管理する「パブリックレスト
ルーム設備管理サポートシステム」を
導入している。

低層棟
バリアフリートイレ

オールジェンダートイレに隣接するバリ
アフリートイレには、必要な器具がパッ
ケージされたコンパクト・バリアフリート
イレパックを採用。扉にすりガラスを入
れ、人の気配が分かるよう配慮してい
る。

高層棟
トイレ入口

建築デザイン学科が研究の一環で実
施したアンケートで、オールジェンダート
イレのみだと使いづらいという結果が
出たため、同フロアの男女別トイレのカ
ラーとサインも統一し、選択肢があるト
イレエリアとしている。

低層棟
オールジェンダートイレ
入口

新設したオールジェンダートイレは、
特定の性別イメージにとらわれないカ
ラーとして選ばれた緑色の壁が映え
る。出入口を2ヶ所設けた行き止まりの
ないレイアウトは、より道をする感覚で
気軽に利用することができる。

低層棟
オールジェンダートイレ 
洗面コーナー

いつでも手洗いできるよう、通路の途
中に洗面コーナーを設置。カーブを空
間意匠の基調としているため、丸形
洗面器を採用。非接触で手洗いでき
る自動水栓と自動水石けん供給栓も、
丸基調のデザインを選定している。

低層棟
オールジェンダートイレ 
洗面コーナー

洗面コーナーを点在して配置するこ
とで、ほかの利用者の視線を気にせ
ずに使用できるよう配慮。また、化粧し
やすいよう左右に照明の付いたLED
照明付鏡を採用したスタイリングコー
ナーも設けている。

低層棟
オールジェンダートイレ
大便器コーナー

ブースの各出入口にトイレ全体がわか
る案内図を掲示。同フロアの男女別ト
イレと差別化のため、フィッティングボー
ドを設置した広めのブースなど、目的
別に使用可能となっている。音に配慮
し、ブースは風車状に配置。
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「日本女子大学 百
年館」は、創立の
地である目白キャン
パスに、2001（平成
13）年に迎えた創
立100周年記念事
業の一環として建
設。高層棟と低層
棟からなり、緑の中
に佇む風格ある建
物となっている。
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「日本女子大学」は、1901（明治34）年に開校。創立100周年記念事業の一環とし
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